仕　　様　　書
この委託業務は、広島市北部こども療育センター及び広島市北部障害者デイサービスセンター（以下「施設」という。）に通園・通所する心身障害児（者）とその保護者及びそれらを介助する添乗者（以下「利用者」という。）を、通園・通所バスにより安全確実に輸送することを目的とし、次により実施するものとする。
１　対象車両

　　発注者が受注者に運行管理を委託する車両（以下「車両」という。）は、発注者が広島市より借り受けた下記の車両とする。なお、委託契約期間内に車両を更新・増車した場合は、当該車両を運行管理するものとする。

⑴　広島市北部こども療育センター（通園バス）
	車　　種（　仕　様　）
	乗車定員
	備　　考

	中型バス
	３８名
	車番（広島２００は　６１２）

	マイクロバス
	２９名
	車番（広島２００さ１５１１）


⑵　広島市北部障害者デイサービスセンター（通所バス）
	　　車　　種（　仕　様　）
	乗車定員
	備　　考

	ワゴン（スーパーロングリフト付）
	　９名
	車番（広島８００せ３８９２）

	
	１０名
	車番（広島８００す３５０１）

	
	１０名
	車番（広島８００す３５０２）

	
	１０名
	車番（広島８００す４３５２）

	
	１０名
	車番（広島８００す４３５３）


２　業務内容
⑴　運行経路等
概ね次のとおり運行し、詳細は別途指示するものとする。
①　広島市北部こども療育センター

	　　車　種（　仕　様　）
	コ　　－　　ス

	中型バス
	高陽回り（緑井―古市―口田）

	マイクロバス
	安佐回り（可部―勝木―上安―八木）


②　広島市北部障害者デイサービスセンター　　　
	　　車　種（　仕　様　）
	コ　　－　　ス

	ワゴン（スーパーロングリフト付）５台

	№１ あさひが丘－飯室－勝木－可部方面

	
	№２ 深川－倉掛－戸坂－八木方面

	
	№３ 三入－大毛寺方面

	
	№４ 高陽－祇園－中筋方面

	
	№５ 祇園－八木方面

	
	№６ 高陽－福田方面

	
	№７ 高取－緑井方面

	
	№８ 毘沙門－高取－伴方面


　　　　送迎コースは上記の表の８コースの内、５コースを運行する。ただし、利用者の出席状況等によりコースが変更する場合があり、発注者は受注者に事前に協議するものとする。
⑵　運行日
　　　次に掲げる日を除く月曜日から金曜日とする。

①　「国民の祝日に関する法律」（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日
　　②　１２月２９日から３１日、１月２日から３日
③　８月６日

　　④　別途、発注者が定める休園日・休所日

⑶　運行時間

　　①　通常運行

　　　　概ね次に掲げる時間とする。
ア　往路　午前８時から１０時００分まで
　　　イ　復路　通園バス　午後２時１５分から午後４時１５分まで

　　　　　　　　通所バス　午後３時００分から午後５時００分まで

なお、車両利用者の変更、気象状況、道路事情等により、運行の増便、日時や運行経路の変更、又は運休する場合がある。この場合、発注者は受注者に対し、事前に指示するものとする。

②　行事等の運行

発注者の指示により、遠足、学校見学、外出活動等行事（広島市北部こども療育センターは概ね年間４０回程度、広島市北部障害者デイサービスセンターは概ね年間１０回程度）における輸送を行うものとする。
③　臨時輸送
ア　施設の緊急時、前記①及び②の輸送とは別に、臨時に利用者を輸送するものとする。この場合、対象車両以外の車両（発注者が広島市より借り受けた自家用自動車）による輸送も含むものとする。

イ　臨時輸送の実施にあたっては、発注者は受注者に事前に協議するものとする。

④　その他の運行等
受注者は、通常運行のほか、１日あたり１時間程度、次の業務に従事するものとする。
ア　燃料給油（セルフ給油も含む）及び定期点検・修理並びに必要に応じ運行する場合は、発注者の指示により、随時運行するものとする。
イ　駐車場内において、施設利用者等の車両の誘導業務等を行い、駐車場内の事故防止に努めるものとする。なお、誘導業務にあたっては、施設利用者等に不快感を与えるような行動及び言動をしないものとする。
ウ　駐車場内及びバス車庫内の清掃を行うとともに、軽易な業務を率先して行うものとする。
３　業務実施に当たっての留意事項

⑴　受注者は、道路交通法、道路運送車両法等関係諸法規の定めに従って運行し、利用者の安全を図るものとする。特に、飲酒運転の防止のため、運行前に必ず対面点呼を行い、また、アルコール検知器を使用し、飲酒の有無を確認するものとする。
⑵　受注者は、車両運行中において、交通事故が発生した場合、警察及び発注者に直ちに連絡するとともに、自己の責任を持って対応するものとする。

⑶　受注者は、乗降場所等において利用者の乗車漏れ、降車漏れのないように配慮するとともに、利用者の安全を十分に確認するものとする。
⑷　受注者は、リフトの昇降の際、利用者及び通行人への安全を期するため、リフト昇降時の安全確認を行うものとする。

⑸　受注者は、車両の故障等運行に不都合が生じたときは、直ちに発注者に報告するものとする。

⑹　従業員は、統一した衣服を着用するものとする。

⑺　従業員には、次の事項を遵守させるものとする。
　　①　当施設が心身障害児者等に対する公共施設という特殊性を認識し、利用者に対し不快感を与えるような行動及び言動をしないものとする。

　　②　休憩は、指定した場所で行うこと。使用にあたっては、清潔を保ち、改装・改造しないこと。また、契約終了後は休憩室を速やかにもとの状態にするものとする。
　　③　清掃等の作業中に休憩する時は、機材、器具等を一箇所に整頓し、第三者の邪魔にならないよう配慮するものとする。

　　④　緊急時等やむを得ない場合を除き、自己の車両を施設内に駐車しないものとする。
⑻　受注者は、場内で車両を移動させる場合は、当該車両の運転手以外の者が必要に応じて車両を誘導し、事故防止に当たるものとする。

⑼　受注者は、長時間車両を離れる場合は、車内を点検し、必ず施錠を行なうものとする。

⑽　受注者は、車両を運行するにあたり、事前に発注者の指導のもと、研修を受けるものとする。
⑾　受注者は、発注者が実施する輸送中の交通事故や園児の発作等緊急時の対応のための訓練に参加するものとする。（概ね年間5回程度）
４　整備管理者等の選任

⑴　整備管理者

　　　受注者は、道路運送車両法第５０条第１項に基づき、当該業務に従事する者の中から整備管理者を選任し、選任手続きを代行するものとする。

　　　整備管理者は、同法５０条第２項及び同法施行規則第３２条に定める権限を有し、同法に定める車両の点検及び整備並びに自動車車庫の管理に関する事項を適正に行うものとする。

⑵　安全運転責任者

　　　受注者は、安全運転責任者を当該業務に従事するものの中から選任し、発注者に届け出るものとする。

　　　安全運転責任者は、発注者の選任する安全運転管理者の指導に基づき、道路交通法の定めを遵守する旨をもって、車両の運行に関わる従事者が法令等を遵守し、安全運転を行うよう常に教育監督を行うものとする。
５　車両管理及び備品管理

⑴　受注者は、車両を毎日清掃するものとし、常に清潔に保つとともに、適宜ワックス掛けや消毒等の措置を講じ、利用者が不快に感じないよう心掛けるものとする。

⑵　受注者は、タイヤの保管を発注者の指定する場所及び保管方法に従い、適切に保管するものとする。

６　報告事項等

⑴　受注者は、あらかじめ発注者に対し、現場責任者及び従業員の氏名、資格者証（免許証の写し）を報告しなければならない。現場責任者又は従業員に変更があったときもまた同様とする。

⑵　社会福祉法人広島市社会福祉事業団委託契約約款第６条に定める委託業務実施計画書は月間計画書とし、前月の２０日までに（４月分については、契約締結後速やかに）提出して、発注者の承認を受けなければならない。
⑶　社会福祉法人広島市社会福祉事業団委託契約約款第１２条に定める委託業務実施報告書は業務日誌及び月間報告書とし、業務日誌は毎日（休日等の場合には翌日）前日分（３月３１日分は当日）を提出し、月間報告書は翌月の１０日（ただし、３月分については、３月３１日）までに提出して、それぞれ発注者の確認を受けなければならない。
７　費用の負担等

⑴　受注者は、委託業務に必要な限りにおいて、従業員の控室等のため、発注者の施設の一部を無償で使用できるものとし、使用場所は発注者が指定した場所とする。　

⑵　委託業務を行うために要する費用のうち次のものは、発注者の負担とするものとする。

　　①　燃料費

　　②　タイヤ、オイル、バッテリーの購入費用及び車両修繕料

③　自動車検査（法定点検を含む）手数料
④　自動車重量税

⑤　自動車損害賠償責任保険料
⑶　受注者は、交通事故等乙の責めに帰すべき事由により、車両が運行できなくなった場合には、代替手段の確保を講じるとともに、その費用を負担するものとする。
８　任意保険

⑴　受注者は、業務に使用する車両について、次に掲げる保険金以上の任意保険に加入するものとする。また、加入に際し、免責条件は設定しないものとする。

①　対人損害賠償保険　　　　　１事故につき　無制限

②　人身傷害保険　　　　　　　１名につき　　３，０００万円

③　対物損害賠償保険　　　　　１事故につき　無制限

⑵　受注者は、⑴に定める任意保険に加入した証として任意保険契約成立後、速やかにその写しを発注者に提出するものとする。

９　労働法規上の責任
　　受注者は、現場責任者及び従事者に対する雇用者及び使用者として、労働基準法、労働安全衛生法等労働関係諸法及び社会保険諸法令上の責任をすべて負い、責任をもって労務管理を行うものとする。

10　損害賠償

　　受注者は、その責めにより発注者に損害を与えたときには、その損害を賠償するものとする。
11　その他
⑴　受注者は、4月1日から適切に業務を遂行できるよう準備すること。

⑵　受注者は、契約期間の終了又は解除に際しては、発注者の指定する者が本業務を円滑に遂行できるよう協力すること。

⑶　受注者は、運転従事者に年１回以上の「安全運転研修」を行い、運行の安全確保に努めるとともに、輸送の安全確保のために誠実にその任務を遂行するよう指揮監督をしなければならない。
⑷　この仕様書に疑義のあるとき、又は定めのない事項については、発注者・受注者協議して定めるものとする。
